
逮捕された母親からの手紙（要旨） 
ここでは、覚せい剤の再犯で逮捕された母親からの手紙がスクリーン画像で紹介されました。そ
の内容は、「先生との約束を破って再び覚せい剤に手を出してしまったことへの謝罪」「逮捕され
てから我が子が登校していないこと、裏切ったことによる我が子の心の中」「何があっても二度
と手を出さないという決意」「担任の先生が毎日家に来て我が子に学校へ来ることように声をか
けてもらっていることへの感謝」の言葉が綴られています。 

③ 少年Ａ君との出会い 
たいへん荒れた中学校の校長に赴任された１年目のお話として、ここから以下の項目は主に講演
録を抜粋（青文字）します。 
「自宅待機させられていたＡ君に対して、始業式前に話をしてほしいと言われました。Ａ君は明ら
かに教師に対する不信と敵対を露わにした目をしていました。それでA君と話をすることになるの
ですが、Ａ君は自分の話なんか聴いてくれたり、叱ってくれた先生は一人もいなかったと言いま
す。Ａ君はそれから毎日校長室に来て話をするようになりました。Ａ君はテニス部に所属していた
ことが幸いし、その腕前を褒めたところとても嬉しそうにしていました。Ａ君を担当していた保
護司の先生との連携があり、そのことが現在保護司としてここにいる理由です。」 

 
④ 子どもたちの話を「聴く」 
澤田先生はここで、「“聴く”というのはどこで聞くのだと思われますか？」と聴講者に質問があ
り、前に座っていた３人が当てられました。最初に当てられた髙橋保護司は“耳”、次に堀内保護
司が“心”、その横の席にいた大学生は“目”と答えました。 

澤田先生は「さすが３人とも正解です！耳と目と心を＋と書いて「聴」という文字がつくられて
いるのです。つまり、問題行動の子どもたちを拒否するのではなく、話を聴いて受け入れる、彼
らを信じて見守る、ということが大切なのです」と述べられました。 

「これが学校の新しい体制となりましたが、保護者からは授業中に教師と生徒が談笑していると
は何事か！という抗議が挙がりました。しかし、子どもたちを信じて見守ってほしい、今後はこ
ちら側に立ってほしい、という思いを伝え、理解を得ることができました。」 

⑤ 「率先垂範」の効果 
「Ａ君のいた学年は１２０人おり、そのうち２０人ほどの“しんどい子”（エスケープ、校内の至る
所での喫煙、遅刻の常習化、私服・ミニスカート、茶髪・金髪）がいました。私は毎日校内を見
回って、問題点があれば教育委員会にも要望し環境整備を行いました。見回っている時に校舎の



上から唾を吐きかけられたこともありました。これはさすがにきつかった。 
しかし、この環境整備が意外な効果があり、私の指導方針に批判的だった教職員にも理解される
ようになりました。率先垂範がいかに大切さであるかを示されたと思います。」 

 

⑦ 「京都教師塾」でのレポート
「“しんどい子”がいた学年ですが、学校祭の頃から合唱コンクール、体育祭の集団演技に子どもた
ちは頑張りました。卒業式では金髪・茶髪に染めていたヤンチャな子どもたち全員が制服を着
て、黒髪に戻して出席、厳かで感動的な式典が挙行できました。初めての卒業式以来の感動で泣き
ながら卒業証書を渡しました。」

⑦ 「京都教師塾」でのレポート 
この当時の中学３年生が現在教師を目指しており、その生徒が「京都教師塾（※１)」の塾生時代
に作成したレポートがレジュメに掲載されていますので下記に引用します。 

「澤田先生が〇〇中に来られる以前は，学年の生徒が大きく分かれており，問題行動を起こす生
徒に対して恐怖心を抱き，関わらないようにしようという雰囲気がありました。また，先生方は
ヤンチャな生徒にかかりっきりで，真面目な生徒は放置されているのではないかと感じることも
ありました。 
しかし，３年生になり，新しい体制になったことで，少しずつ学年の分断がなくなっていき，一つ
にまとまってきたことを実感しました。その理由としては，先生方が生徒の話に耳を傾け，糸を切
らないように寄り添うことで，生徒と先生との間に信頼関係が築かれたこと，先生方がクラスや
学校に生徒の居場所や出番をつくったことだと考えます。 
その結果，これまでクラスや学校に来なかった生徒について知ることができ，生徒同士の仲間意
識や信頼関係が築かれたと感じます。将来，教育現場に立った際には，聴くこと，糸を切らない
こと，思いやりをもって子どもに接することを常に意識して取り組みます。」 



⑧ 少年院からの手紙（講演途中で配布） 

 
  



澤田先生は、「この手紙は、少年が施設内で一生懸命辞書をめくりながら書いたものです。少年
院送致は教師として敗北だと思っていました。しかし、（更生保護の）関係機関にお世話になる
ことでこれほど変われるのかと思いました。」という言葉で締めくくられました。 

⑨ 「卒業式で歌えなくなった“旅立ちの日に” 」（前述とは別の中学校） 

 
「コロナウイルス感染拡大防止措置」により卒業式前の大切な１０日ほどが臨時休校になりまし
た。その影響で子どもたちが卒業式に用意していた歌が歌えなくなったことから、登校最終日の
前日、卒業生の一人が校長室にやって来て「明日、“旅立ちの日に”を歌わせてください」とお願
いをしに来ました。私は「１日でみんなを組織できるのか？できたら許可しよう」と応えまし
た。子どもたちは準備を整え、登校最終日に学年の先生たちを体育館に呼んで合唱を披露してくれ
ました。」 
（このシーンは動画として収録してあり、視聴した参加者は感動で込み上げてくる涙を抑えること
ができず、スクリーンに映る生徒たちに拍手を送るという場面がありました）



 
 
 
 
 
 
 
 

 
[video width="960" height="540" mp4="http://sk-hogoshikai.com/wp-content/
uploads/2022/09/IMG_3060.mp4" preload="auto"][/video] 

～追記～　「破り捨てられた作文」

講演の後半、「中学２年生女子の道徳授業後のワークシート」という、女子生徒のレポー
トがスクリーンで紹介されました。女子生徒が提出せず、破ってゴミ箱に捨てたものを担
任の先生が拾ってセロテープで貼り直したものです。
そこには、女子生徒の母親が辿ってきた失敗の人生を我が子に伝え、そのＤＮＡを終わらせてほ
しい、という我が子の未来までも絶望させる言葉が綴られていました。極めて難しい問題が孕ん
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でいることを鑑み、ここでは割愛させていただきました。講師から再度お話しを伺う機会を設け
たい、と考えています。 

（※１)京都教師塾 
平成１８年（2006）９月に政令指定都市で初めて開講された教師を目指す人のための塾。「教師
になろう」という高い志と情熱・行動にあふれる塾生が、大学で身に付けた専門的知識を基盤と
して、京都市の教員の熱意溢れる取組や本市教育の理念、市民ぐるみの教育実践に直接ふれ、教
師に求められる資質や実践的指導力に磨きをかける場として、これまでに４,０００名を超える塾
生が京都市の教育実践を学び、京都市はもとより全国で活躍している。 

❖先生を超える教師になりたい 
質疑応答の時間に、最前列に座っていた澤田先生の中学時代の教え子（現在大阪教育大学）が参
加者の方へ向き直り、澤田先生の想い出を語ったあと、「澤田先生を超える教師になりたいと
思っています」という凛とした言葉に会場から大きな拍手が送られました。 

❖参加者から寄せられた声 
・「澤田先生の講演、大変興味深く拝聴しました。我が家にも中学生の子どもがおります。とき
には鬱陶しがられることもしばしばで、我が子でも向き合うのが大変だと感じることがありま
す。ましてや学校の教師という立場で子ども達と向き合い、信頼関係を築くのは簡単なことではな
いでしょう。心折れそうな瞬間はたくさんあったのでは、と想像します。 
先生のお話の中の「聴く⇒耳＋目＋心」という言葉はとても印象的でした。学校だけでなく、家
庭、さらにはあらゆるところで活かせる有意義なお話をありがとうございました。」 

・「澤田先生の講演会、とても引き込まれました。我が家の子はまだ皆小学生ですが、上の子は
再来年中学生になります。未来の我が家を想像しながら聞かせていただきましたが、先生の講演
会で一貫していたのは「話を聴く」。私自身フルタイムに近い仕事に追われている為、子ども達に
「ちょっと待ってね」「後で聞くね」「話すのは今じゃない」など…自分の都合で聴けていませ
ん。でも、先生のお話から、子どもでも大人でも話を「聴く」ということで、いくらでもやり直
せることを学びました。そして、道具もお金も使わず「話を聴いて真剣に向き合う」ことをしてい
なかったことに反省もしました。まだまだ間に合う。先生の講演会を機に、子ども達とできる範
囲で沢山話そうと思います。普段ではなかなか知り得ない内容の貴重なお話をありがとうござい
ました。」 
～所感～ 
講師による中学校生徒教育の現場経験を踏まえたご講演は、驚きとショックと感動満載の内容で
した。このことは、参加者が異口同音に「参加してよかった」「聴きたかった内容だった」「是
非もう一度聴きたい」「感動の場面が多く何度も涙があふれた」「若い年代にも聴いてほしいと
思う内容だった」という感想を述べられていたことからも判ります。 
今回の講演後には「左京北地区更生保護女性会」及び「法務省人権擁護委員会京都協議会」から
の講演依頼がありました。できることならば、来年度の左京区公開講演会或いは京都市保護司会
連合会の特別研修の講師としても是非依頼していただきたいと思っています。 



【参加保護司】（１３名　あいうえお順） 
伊藤恵子　大西繁雄　隠塚功　川見善孝　久保優佳　佐藤恭子　鈴木美智子　髙橋秀紀　千葉
明　中林五月　堀内寛昭　村上ますみ 
【スタッフ保護司】（北白川地域以外） 
川見善孝（浄楽・錦林東山）　久保優佳（北部）　鈴木美智子（吉田・聖護院） 
村上ますみ（葵・下鴨）　中林五月（新洞） 
【参加者】 
左京北地区更生保護女性会５名・下鴨少年補導委員会北白川支部３名・ 
下鴨防犯推進委員北白川支部２名・北白川小学校ＰＴＡ本部４名・北白川女性会３名・ 
教職関係者３名・大学生２名・地域一般８名 

参加者総計４３名 

文責：堀内寛昭 
写真：川見善孝 


